





















































































































































































































































































36 井 川 憧 亮
れも大安空間 MARU)
このような思いの中,本ギャラリーにおいて私は,果たして修業僧になることが出来た
のか｡もうそれらのことをすっかり忘れさせるほどの出会いがあり,心が純化されるのを
感じた｡それは,かなりの数で連日,中 ･高生たちが作品鑑賞に来場したことだ｡そして
彼らは家族と一緒に会場風景を写真に収めたり,発表者に作品の説明を求めたりしながら,
作品鑑賞を行っていたのだ｡このような光景は日本では見かけないので,本当に驚いた｡
なんだか微笑ましく,懐かしささえ湧いて,ますます心が洗われた｡
